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の 旦』通勤'手当の非課税限度額と消費税

Q:当社には、遠隔地から通勤する社員が
おり、新幹線の定期代金を通勤手当として支

給しているため、所得税法上の非課税限度額

を超えています。

ところで、この非課税限度額を超えた部分

は給与として所得税を課税していますので、

消費税の課税仕入れにならないのでしょうか。

A:通勤手当全額が課税仕入れになります。

【解説】

所得税では、非課税となる通勤手当の範囲

を、「一般の通勤者につき通常必要であると

認められる部分で政令で定める金額」に限る

としていますが、消費税では、このような制

限を設けていません。

消費税の取扱いにおいては、その通勤に通

常必要であると認められる部分の金額は、事

業者の業務上の必要に基づいて支払われる支

出の実費弁償であり、事業者が課税仕入れに

該当する定期券等を購入して通勤者に交付す

るのと同じであることから、課税仕入れに係

る支払対価に該当することとして取り扱われ

ています。この場合、通勤手当が所得税の非

課税限度額を超えているため、その一部が給

与に該当する場合であっても、消費税では、

通勤手当がその通勤に通常必要なものである

と認められるものであれば、課税仕入れに該

当します。

ご質問の場合も、給与等とされる非課税限

度額を超える部分の金額も含めた新幹線によ

る通勤手当の支給額の全額が課税仕入れに該

当することになります。

－

にIMIVo.I


